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 本稿1は、言語データ分析ソフトウェア FLEx を使用したイテリメン語語彙データベースの構築法
と辞書の出力について述べる。 
 
１．FLEx とは 
 FLEx (FieldWorks Language Explorer)2 は SIL International が開発した言語分析用のソフトウェアで
あり、Shoebox (The Linguist's Shoebox) や Toolbox (Field Linguist's Toolbox) 3 の特徴を受け継いだソフ
トウェアである。FLExでは、辞書データを使用してテキストを自動的に形態素分析し、グロスを付
与することができる。辞書データには分析に必要な項目（訳語、品詞、形態のタイプ、異形態、方言
形、複合語、など）を入力する。先に辞書データを用意してもいいし、テキストを分析しながら辞書
データを増やすこともできる。すなわち、辞書データとテキスト分析が相互に補完しあいながら、言
語資料が電子的に蓄積されていく仕組みになっている。このシステムは Shoebox やその後継の Tool- 
boxで目指していたものであり、ある程度の成功を収めていた。しかし Shooboxや Toolboxでは、辞
書項目やグロスなどの文法情報を変更した場合、それ以前に分析したテキストにはその変更が反映さ
れず、変更があるたびに最初から分析し直さなければならなかった。FLExではこの点が大幅に改善
され、辞書データに変更があった場合のテキストへの反映が容易になっている。他方、Shoeboxや
Toolbox では分析した言語テキストを比較的単純なテキストデータ（標準テキスト、タブ区切りテキ
スト、csv形式など）にエクスポートして、論文や他の媒体への二次的な利用が比較的容易であった。
FLExはプログラム自体が複雑性を増してしまったが故に、その複雑な構造を反映させるのに最も適
切な形式として LIFTや xmlが主要な出力先となっており（Ver. 7.2.7現在）、二次利用にはいささか
不便な側面がある。しかしながら FLExは、そのデメリットを差し引いても、Toolboxと比較して格
段に機能が改善されており、大規模コーパスを持たない言語のドキュメンテーションや分析のツール
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として非常に有効だと言えよう。 
 
２．イテリメン語語彙データベースに含まれる資料について 
 FLEx を用いたイテリメン語語彙データベースの構築法について述べる前に、もとになるイテリメ
ン語資料について述べる。入力データの中心となるのは、ロシアのイテリメン語研究者ヴォロージン
（А. П. Володин）が記録した手書きの語彙カードで、現在ロシア科学アカデミー言語学研究所（サン
クト・ペテルブルク市）に保管されている。詳細は小野（2012）を参照されたいが、このイテリメン
語彙カードは全９箱の中に 4,404の見出し語、カード総数 12,281枚を有しており、その大部分はヴォ
ロージン自身が 1960年代から 1970年代に記録した西部語南部方言のデータである。この手書きカー
ド型辞書の見出し語セットの構成は、おおよそ次のようになっている。 
 
 (1) 見出し語カード（ヴォロージンのフィールド調査によるデータ） 
  а. 見出し語 
  b. 関連する語形（名詞の複数形、総数形など）、 
  c. 動詞の活用タイプ 
  d. 方言 
  e. ロシア語訳 
  f. 例文 
  g. 記録した年 
  h. その他メモ 
 
 (2) 関連語彙（他の文献など）と略号 
  а. Krsh : クラシェニンニコフ無印（Крашенинников 1949） 
  b. Krsh (E): クラシェニンニコフ東部語（同上） 
  b. Krsh (S): クラシェニンニコフ南部語（同上） 
  c. Krsh (W): クラシェニンニコフ西部語（同上） 
  d. Dyb (E): ディボウスキ東部語（Radlinski, Slowniki narzeczy ludow kamczackich.） 
  e. Dyb (S): ディボウスキ南部語（同上） 
  f. Dub (W): ディボウスキ西部語（同上） 
  g. Tju: チュショフ（西部語のみ）（Тюшов 1906） 
  h. Joch: ヨヘリソン（西部語のみ）（Worth 1961, 1969) 
  i. Orl: オルロワ（西部語のみ）（オルロワ手書きノートのコピー） 
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  f. Moll: モール（西部語北部方言）(Молл 1960) 
  g. Str: スタルコワ（西部語のみ）（スタルコワ手書きカード資料） 
 
 見出し語カードに続いて、他の文献からの語彙カードが何枚も重なってクリップで１セットとして
まとめられている（小野 2012参照）。この見出し語カード１セットを、ヴォロージンは新しい辞書カ
ードとして次のように書き改めている。 
 
(3-1) ヴォロージンによる手書き新カード ӈэйӈэ「山」 
 
 
(3-2) 新カードキリル文字表記 
ӈэйӈэ , мн. ӈэйӈэʔн  – гора, сопка; общ. ӈэйӈал  – гористая местность, ‘хайрюзовские хребтыʼ, 
ӈэйӈэʔин , мн. ӈэйӈэʔиʔn – горный; Крш  Ю намуд  гора; Дыб  В инзич , мн. инзид  гора, горный 
хребет, инзиин  горный, кинзиин , энжит  гористый, холмистый;  
Дыб  Ю  ниэйниэ , мн. намуд  гора; Дыб  З  неине , нейне , мн. нейнен  гора, горный хребет, неал ,  
нейнеaлин  горный, гористый, неимту , вар. нейумто , нейунто  одиночная, отдельно стоящая 
гора; Тюш  ныйнгэ  гора; Иох  ӈэйӈэ  сопка; ӈэйнэнк  на сопке; найнанкэ , ӈaйнанкэ  на сопку, к 
сопке; Орл  нэинэ , ӈэйӈэ  гора, ӈaйн  хребет гор. 
 
(3-3) 新カード IPA転記および日本語訳 
ŋejŋe, 複数形 ŋejŋeʔn 山，丘；総数形 ŋejŋal 山がちな場所，ハイリューゾヴォ山脈，ŋejŋeʔin 複
数形 ŋejŋeʔiʔn 山の；クラシェニンニコフ(南) namud 山，ディボウスキ(東) inzic, 複数形 inzid 山，
山脈, inziin 山の，kinziin, enzhit 山がちな；ディボウスキ(南) niejnie, 複数形 namud 山；ディ
ボウスキ(西) neine, nejne, 複数形 nejnen 山，山脈，neal, nejanealin 山の，山がちな，neimtu, 
var. nejumto, nejunto 一つの、単独の山；チュショフ nijnge 山；ヨヘリソン ŋejŋe 丘；ŋejŋenk 
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丘の上で； najnanke, ŋajnanke 丘の上へ、丘の方へ；オルロワ neine, ŋejŋe 山，ŋajn 山脈 
 
 最終的に辞書を出版する際に、上記のような辞書の記述の構造を持たせるための方法としては、ワ
ープロソフトやエディタ等でそのまま平面的に入力してしまう方が手っ取り早いと言えなくもない。
しかし、一度しっかりした構造のデータベースを構築しておけば、後にテキストの形態素分析をした
り、統計的な研究に利用するのに有効であることは言うまでもない。次節では、FLEx で上記のレイ
アウトによる辞書記述を出力するためにどのような辞書設定をする必要があるかを検討したい。なお、
辞書の最終プロダクトとしては印刷物としての出版と、ウェブサイト等を含めた電子的な形による公
開を想定しており、それぞれキリル文字・ロシア語版、IPA・英語版の２種類の辞書データベースを
構築する。 
 
３．FLEx によるイテリメン語語彙データベースの構築 
 まず 3.1で実際に FLExで実現した辞書表示を示し、3.2でその背景にあるリストの設定、3.3で辞
書の設定を説明する。次に 3.4 で、辞書設定に沿う単語登録の方法を述べる。始めに各言語ごとに
Writing system の設定をする必要があり、例えばイテリメン語の表記に使用する文字、ソート順、表
示するフォントの種類やサイズを決定する。 
 
３. 1.  FLEx による辞書記述の表示例 
 FLEx (ver.7.2.7) による辞書表示は以下の図 1、図 2のように出力することができる。前者がキリル
文字表記・ロシア語注釈の辞書、後者が IPA表記・英語注釈の辞書である。 
 
 
図 1. キリル表記・ロシア語（Cyrillic Root-based）：ӈэйӈэ「山」 
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 図 2.  IPA表記・英語（Roman Root-based）：ŋejŋe「山」 
 
 データ入力の元になったカード(3-1), (3-2)との主な表示の違いは、(4)のとおりである。 
 
 (4) a. 派生語（総数形・形容詞など）を二次見出し語（subentry）として「ぶら下げ」表記   
    b. 略号を斜字体で表示 
    c. 同音異義語に番号を付与 
 
 (4a), (4b)に関しては見易さを考慮して改変を行った。見出し語の後ろに含まれる情報は、屈折形と
語義、資料別の語形・語義になっている。詳細は 3.2 に後述する。(4c)はデフォルト設定で自動的に
数字が付されているもので、表示／非表示の切り替えは図 3のように設定を変更できる。 
 
 
図 3. 同音異義語の番号付け設定 
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 通常は単語の登録順に番号が振られてしまうので、番号を変更したい場合には、図 4のようにコラ
ム設定で "Homograph number" コラムを追加し、図 5に示した箇所で番号の編集を行う。 
 
図 4. コラム設定 
 
 
図 5. 同音異義語番号編集 
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 同音異義語はデフォルト言語4で反映されるため、非デフォルト言語で綴りが違っていても、同音
異義語番号が振られてしまうケースがある。なお、図 1・図 2は Main entryの「山」のみの表示例で
あるが、Minor entry も表示する設定にした場合には、「山」のみで図 6・図 7 に示されているだけの
分量（語数）になる。 
 
図 6. キリル表記・ロシア語：Main entry「山」とMinor entries
 
図 7. IPA表記・英語：Main entry「山」とMinor entries 
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 以下の節では、この「山」という Main entryを作るために用意した道具について具体的に述べる。 
 
３.２. カテゴリとリスト 
 主要見出し語（Main entry）の抱える情報に含まれる語形式には、Variant formsと Complex formsの 
２種類がある。まずは図 8を参照されたい。 
 
 
図 8. Main entryの Variant formsと Complex forms 
 
 簡潔に言えば、屈折形として扱う形式（見出し語の後ろに並べる形式）が Variant formsであり、派
生形として扱う形式（見出し語の下にぶら下げる形式）が Complex formsである。 
 一方で小見出し語（Minor entry）になると、辞書上で Subentry（Complex forms）が表示できない（図
9）。単語情報の入力では Complex formsを記入できるのだが、Main entryと同様にしてそれをぶら下
げて表示するのは、Ver.7.2.7現在の設計上、不可能なようである。例えば図 9では、1行目のMinor entry 
“инзич” が、2・3行目の “инзиин”, “кинзиин” の派生元になっている。“инзич” の語彙情報登録に際
して “инзиин”, “кинзиин” を Complex formsとしているのだが、辞書上ではそれが “инзич” の項目で
反映されていない。その為、Minor entryでは Referenced Entry（図の濃い灰色）を明示して派生・被
派生関係を補っている（但し、同音異義語番号は表示できない）。 
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 図 9. Minor entryの Variant forms 
 
 派生語（Complex forms）のリストは図 10のようになっている。デフォルトで用意されていたリス
トに「総数形（Collective）」を追加しただけであり、今の所、実際に使用しているのは Collective と
Derivativeの 2種類のみである。 
 
 
図 10. Complex form typesリスト 
 
 屈折語・資料別語形（Variant forms）のリストは図 11のように設定した。資料別の形式を「方言形」
という扱いでまとめ、下位分類で細かくカテゴリを用意している。実際に用いているのは各"Dialectal 
Variant"と Free Variant, Pluralである。 
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図 11. Variant typesリスト 
 
 「方言形」にはそれぞれに var.（別形式）という下位カテゴリが用意されているが、これは、FLEx
辞書が Main entryの項目内に Minor entryの Minor entry（即ち、Variant formの Variant form）を表示す
ることができない、という問題点を補うための道具である。ここでは、略号表示や入力上の曖昧さ回
避を考慮に入れて、カテゴリを個別に用意した（3.4で後述）。これらのカテゴリを使って辞書のコン
フィグで各事項の表示／非表示や順序を変更することにより、実際の辞書項目レイアウトを整えるこ
とができる。詳しくは次節で扱う。 
 
３.３. 辞書コンフィグ 
 キリル辞書と IPA辞書の基本構成は同じで、言語設定のみが異なっているので、ここではまず、キ
リル辞書を例に辞書のコンフィグ内容について述べる。言語設定に関しては節末に示す。以下の図
12と図 13は、Main/Minor entryの中身の（大まかな）設定である。 
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 図 12. Main Entryコンフィグ 
 
図 13. Minor Entryコンフィグ 
 
 
図 14. Main Entry内の構成 
 
 (5) Main entry（図 14）の構成 
  a. Headword  ：見出し形式 
  b. Variant Forms  ：異形態・複数形 
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  c. Senses  ：語義 
  d. Variant Forms (1~7) ：各「方言」の各形式 
  e. Subentries  ：派生語 
 
 
図 15. Minor Entry内の構成 
 
(6) Minor entry（図 15）の構成 
  a. Headword  ：見出し形式 
  b. Variant Of  ：異形態・複数形・「方言」形式の元のエントリ 
  c. Components  ：派生語の元のエントリ 
  d. Variant Forms  ：異形態・複数形 
  e. Senses  ：語義 
 
 各エントリを構成している情報が一様ではないので、区切り記号は基本的に、後ろの構成要素が定
義している。図 14，図 15の下線の付き方から分かるように、例えばMinor entry（図 15）の Variant forms
は、カンマに始まり、異形態、複数形という順に配置されている。同様に語義はハイフンに始まって
いる（厳密には、更に半角スペースをハイフンの前に入れている）。 
 区切り記号は各構成の「前」・「中」・「後」の 3つでしか定義ができない。(3-1), (3-2) を見ると、そ
れぞれの資料からの情報は、セミコロンで区切られており、同一資料からの別形式に関してはカンマ
で区切られている。辞書上でこのような出力を実現するために Variant Forms (1) ～ Variant Forms (7)
という別のカテゴリを作っており、資料毎に別の「Variant Forms」を充てている。例えば Variant Forms 
(1)は「クラシェニンニコフ（南）」資料のための専用カテゴリである（図 16）。 
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 図 16. Variant Forms (1) 
 
 図 16の右側にある Variant Typesで、「Krasheninnikov (S)」「Krsh ver.」のみを選択しており、その
下の Surrounding context で「セミコロン始まり」「カンマ区切り」を指定する。注意されたいのは、
新しい Variant type（例えば「クラシェニンニコフ（南）の複数形」など）をリストで作成すると、「Variant 
Forms」と名の付いている全てのカテゴリに、その新しいカテゴリがチェックの付いた状態で追加さ
れる点である。新規カテゴリ作成の度にチェックを外すか、予め想定される全てのカテゴリを作って
おくのが無難であると思われる。 
 次の図 17は語義部分の設定である。「山」には含まれていないが、いずれ例文が出て来た場合に反
映できるように、「Example Sentences」の項目も有効にしてある。単語の意味そのものは Glossに記入
しているので、「Definition (or Gloss)」の項目で表示されている（なお、図 17にある通り、Variant Forms
には「Definition (or Gloss)」の項目が用意されていないので、「Comment」欄を語義記入に用いている）。 
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     図 17. Senses                    図 18. Minor Entry 
 
図 18は Minor Entryの設定である。左が概要で、右が語義以外の詳細設定になっている。語義に関し
てはMain Entryの設定に準じているので、ここでは割愛する。 
 Cyrillic と Roman との辞書の違いは、各項目の言語設定を変えることにより実現している。図 19
がイテリメン語の表記、図 20 が注釈の言語の設定である。これらは一括で指定することができない
ので、一つひとつをチェックする必要がある。“mountain” プロジェクトファイルはデフォルトが
IPA・英語になっているので、Romanの方はデフォルト設定のままでよい。 
 
     
    図 19. Writing systems (Cyrillic - IPA)          図 20. Writing systems (Russian - English) 
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 辞書の設定は以上である。次節では、この辞書設定に合わせた単語の登録・記入方法を述べる。 
 
３.４. 単語登録 
 Entry を登録する際は、「Insert ＞ Entry」か   ボタン（或いは Windows なら Ctrl+E）で新規作
成する。既存の Entryの Complex formや Variant formの欄でも追加ができるが、それは避けた方がよ
い。新規登録では Main entry扱いで編集ができるが、上記の CF・VF追加での登録では自動的に Minor 
entry 扱いになってしまい、編集できる項目が制限されてしまうためである。以下に、Main entry と
Minor entryとに分け、それぞれの登録情報に関して述べる。 
 
図 21. Main Entry登録 
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Main entryで入力が必要なのは以下の項目である。 
 
(7) Main entryにおける入力項目 
 a. Lexeme Form 
  b. Complex Forms  （先に登録先の Entryを入力してから） 
  c. Gloss 
  d. Grammatical Info. （Minorでは入力不可） 
  e. Reversal Entries  （Minorでは入力不可） 
  f. Variants  （先に登録先の Entryを入力してから） 
  g. Subentries  （Complex Formsと同じものを） 
 
 Variantsというのは、Variant Forms（図 14・図 15参照）に属する全ての Entryにあたる。その際に
注意したいのは、Variant Forms (1)～(7)の語義をどの Entryに付けるかということである。 
 
 
図 1. キリル表記・ロシア語（Cyrillic Root-based）：ӈэйӈэ「山」（再掲） 
 
 図 1の Variant Forms (2)に当たるディボウスキ（東）を例に説明すると、次のように語義を付けて
いる。 
 
図 22. 語義の位置 
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 語義は直前の語形とセットで登録する必要がある。ディボウスキ（東）の最初の単語 инзич には
語義を付けず、その複数形 инзид の方に（単数の）語義を付ける。同様に、異形式を持つ кинзиин に
は付けずに энжит に語義を付けている。ちなみに、ここでのカテゴリは、実線の枠付き部分「Dyb (E)」、
点下線部分「Dyb (E) plural」、下線部分「Dyb (E) Derivational Form 1」、波下線部分「Dyb (E) Derivational 
Form 2」、破線の枠付き部分「Dyb (E) der.2 var.」となっている。 
 Variantsの項目で「Show Minor Entry」のチェックを外すと、辞書で Minor entryを表示する設定に
しても、その Entryは表示されなくなる。（当該 Minor entryの Publication settingにあるチェックボッ
クスと連動している。）Complex Formsや Variantsに単語を関連付けると、設定された Entryは自動的
にMinor entryになってしまうので、関連付ける前に各Entryの（特にGrammatical info.やReversal Entries
といった）情報を予め記入しておく必要がある。 
 
 
図 23. Minor Entry登録 
 
 Minor entryは登録できる項目が Main entryと異なり、通常は図 23にあるような項目しか用意され
ていない。Main entry として予め記入しておいた項目は、図 23 にないものであっても、Minor entry
になった後でも継承されている（但し図 24 にない項目は、編集できない）。図 23 のサンプル Entry
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である enzhitは、ここでは、kinziinの Free Variantであり、且つ、ŋejŋe1のディボウスキ（東）派生形
2の variantとして関連付けられている。ŋejŋe1の項目の Comment欄に入っている情報は、Main entry
の ŋejŋe1において反映される。 
 
３.５．辞書の出力 
 FLEx による辞書の出力方法には、Pathway などのツールで編集するためのエクスポート機能が用
意されているが、最も簡単な方法は、FLEx で設定した辞書レイアウトをそのままプリントすること
である（PDFへの出力も可能）。図 24は印刷（または PDF）への辞書レイアウトの出力例である。 
 
 
図 24. 印刷用のイテリメン語辞書レイアウトの出力例 
 
４． イテリメン語語彙データベース構築の進捗と今後の展開 
 第３節に述べたように、FLEx を使用してイテリメン語語彙データベースの構造を整備し、どの項
目に何を入力するかについての大枠とその方法を決定した。2013 年 4 月現在までに入力が完了した
データは以下の通りである。 
 
ɡɷɫɬɚݦഐɚɫ ɩ1 ɨɤɨɥɞɨɜɵɜɚɬɶ ɤɨɝɨ-ɥ.
ɢݦɚɧɭɱഊ  ɤɧɹɠɟɧɤɚ (ɹɝɨɞɚ); Ⱦɵɛ Ɂ ɢɚɧɨɧ ɦɚɥɢɧɚ, ɹɝɨɞɵ; Ɍɸɲ ɫɚɧɭɦ
ɤɧɹɠɟɧɤɚ; Ɉɪɥ ɢɣɚɧɨɧ ɤɧɹɠɟɧɤɚ
ɢɜɤތ  ɥɭɬ ɛɟɪɟɡɵ
ɢɜɥɚഊ ɩɪɢɥ ɞɥɢɧɧɵɣ, ɞɨɥɝɢɣ; ɤɬγٜɫ ɯɢӂɢɜɥɚγ ɨɱɟɧɶ ɞɥɢɧɧɚɹ ɞɨɪɨɝɚ
ɥɚɦّ ُّγɷӂɥ ɯɢӂɢɜɥɚγɚӂɧ ɥɟɬɨɦ ɞɧɢ ɨɱɟɧɶ ɞɨɥɝɢɟ; Ⱦɵɛ ȼ ɞɢɜɥɭ
ɞɥɢɧɧɵɣ, ɞɵɜɥɭ ɢɥɭɞ = ɞɢɜɥɭ ɢ., ɞɢɜɥɭɣɥɭɞ ɜɢɞ ɝɨɪɧɨɫɬɚɹ
(ɞɥɢɧɧɨɭɯɨɝɨ) ɫɪ. ɢɥɭɞ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɜɥɟɯɢɧ ɞɥɢɧɧɵɣ, ɷɜɥɚɯ ɞɨɥɢɧɚ,
ɷɜɥɚɯɟɧɶɚɧ, ɟɜɥɚɤɷɧɶɚɧ ɢɡɨɛɢɥɭɸɳɢɣ ɞɨɥɢɧɚɦɢ; Ɍɸɲ ɢɭɥɹɯ2
ɞɨɥɝɢɣ, ɞɥɢɧɧɵɣ; ɂɨɯ ɢɜɥɷɯ ɞɥɢɧɧɵɣ; Ɉɪɥ ɢɜɥɚɯ ɞɥɢɧɧɵɣ
ɢɜɥɫഊɷݦɧ  ɛɪɨɞɤɢ (ɞɥɢɧɧɚɹ ɩɪɨɦɵɫɥɨɜɚɹ ɥɟɬɧɹɹ ɨɛɭɜɶ) ɫɪ. ɛɪɨɬɧɷݦɧ;
Ⱦɵɛ ȼ ɢɜɭɥɶɱɢɥɶɞ = ɢɜɭɥɶɤɷɥɢɧ ɱɟɥɢɥɶɞ ɛɪɨɞɤɢ, ɞɥɢɧɧɚɹ
ɨɛɭɜɶ ɞɥɹ ɯɨɨɠɞɟɧɢɹ ɩɨ ɛɨɥɨɬɭ ɢ ɜɨɞɟ
ɢɜɪɢɫ  ɭɬɤɚ, ɜɢɞ ɤɪɨɯɚɥɹ
ɢɝɧɢഐ1  ɦɧɨɝɨ, ɨɛɢɥɶɧɨ (ɫɪ. ɩԥɥङ, ɧɢɧɢഏ); Ⱦɵɛ Ɂ ɢɝɧɷɥ ɦɧɨɝɨ,
ɦɧɨɠɟɫɬɜɨ ɥɸɞɟɣ, ɬɨɥɩɚ; Ɍɸɲ ɢɯɷɧɚɥɶ ɱɚɫɬɨ; ɂɨɯ ɢɝɧɢഐ2 ɦɧɨɝɨ;
Ɉɪɥ ɢɝԥɧɷഐ ɦɧɨɝɨ (ɫɪ. ɩɨɥɤ, ɝɭɫɬɷ)
ɢɡɝɢɥɚഊ  ɩɪɨɯɥɚɞɧɵɣ (ɜɨɡɞɭɯ)
ɢɡɭɜɷɡԥɦ  ɧɢɡɢɧɚ, ɥɨɳɢɧɚ, ɫɟɞɥɨɜɢɧɚ (< ɢɡɭɥɚഉ)
ɢɡɭङɚɤɟɫ  ɫɧɢɠɚɬɶɫɹ, ɩɪɢɫɚɠɢɜɚɬɶɫɹ ɧɚ ɤɨɪɬɨɱɤɢ ɧɚ ɨɬɤɪɵɬɨɦ ɦɟɫɬɟ
(ɨɯɨɬɧɢɱɶɟ ɫɥɨɜɨ); Ⱦɵɛ ȼ ɤɧɢɡɭɤɟɤ ɫɝɢɛɚɬɶɫɹ
ɢɡɭɥɚഊ ɩɪɢɥ ɧɢɡɤɢɣ; ɯɢӂɢɡɭɥɚγ ɨɱɟɧɶ ɧɢɡɤɢɣ; Ʉɪɲ ȼ ɞɵɠɭɥɭ ɧɢɡɤɨɣ;
Ʉɪɲ ɘ ɢɠɭɧɝ ɧɢɡɤɨɣ; Ʉɪɲ (Ɂ) ɢɠɭɥɝɚɧɩɪɢɝɨɪɨɤ, ɢɠɭɥɚ1ɧɢɡɤɨɣ;
Ⱦɵɛ ȼ ɞɢɡɭɥɸ (ɞɢɡɭɥɭ) ɧɢɡɤɢɣ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɡɟɥɟɯɢɧ = ɢɡɭɥɟɝ
ɧɢɡɤɢɣ; Ɉɪɥ ɢɡɭɤ ɧɢɡɤɨ
ɢɡɭɫɟɤɟɫ  ɩɨɧɢɠɚɬɶɫɹ, ɫɚɞɢɬɶɫɹ, ɝɨɪɛɢɬɶɫɹ, ɨɛɳ. ɞɟɥɚɬɶɫɹ ɧɢɠɟ; Ⱦɵɛ ɘ
ɢɡɯɭɭɡɢɤ ɦɨɪɟ ɭɛɵɜɚɟɬ (ɫɪ.ɢɡɡɚɫɢɯ)
ɢɡɭɬ1  ɧɚɤɨɧɟɰ-ɬɨ; ɂɨɯ ɢɡɭɬ2 1) ɫɧɚɱɚɥɚ; 2) ɩɨɱɟɦɭ-ɬɨ
ɢɢɫɥɭݦഐɧɷझ  ɦɟɯ ɤɭɡɧɟɱɧɵɣ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɧɶɫɥɭɧɵɧ ɦɟɯ ɤɭɡɧɟɱɧɵɣ
ɢݦɣ  ɜɨɞɚ; Ʉɪɲ ȼ ɚɠԥɦ ɜɨɞɚ; Ʉɪɲ ɘ ɢɢ1 ɜɨɞɚ; Ʉɪɲ (Ɂ) ɢɢ2ɜɨɞɚ; Ⱦɵɛ ȼ
ɚɡɚɦɯ, ɚɠɢɦɯ ɜɨɞɚ; Ⱦɵɛ ɘ ɢɢ3 ɜɨɞɚ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɢɧ ɜɨɞɚ, ɢɢɧɜɷɧɤ
ɩɨɞɜɨɞɧɵɣ, ɧɚɯɨɞɳɢɣɫɹ ɜ ɜɨɞɟ, ɧɱɚɣɷɦɤɷɧɢɧ ɜɨɞɤɚ, ɜɢɧɨ,
ɢɢɧɶɤɧɚɫɱ ɜɨɞɚ; Ɍɸɲ ɢ ɜɨɞɚ; ɂɨɯ ɢݦ1, ɢɢ4 ɜɨɞɚ; Ɉɪɥ ɢɣ, ɢݦ2
ɜɨɞɚ, ɢݦɢɧ ɜɨɞɧɵɣ, ɜɨɞɹɧɨɣ
ɢɣɚɡɨɤɚɫ ɧɟɩ ɪɭɧɧɵɣ ɯɨɞ ɪɵɛɵ; Ɉɪɥ ɢɡɚɡɯ ɢɞɬɢ (ɫɧɢɡɭ ɨ ɪɵɛɟ); ɷɬɨ 
ɷɡɡɚɤɷɫ ɭɦɢɪɚɬɶ?
ɢɣɚɤɚɫ ɧɟɩ ɜɫɩɥɵɜɚɬɶ ɧɚ ɩɨɜɟɪɯɧɨɫɬɶ, ɜɵɧɵɪɧɭɬɶ
ɢɣɚɤɢɥɚഊ  ɫɬɪɚɲɧɵɣ; Ⱦɵɛ ȼ ɤɢɪɯɩɥɭ ɫɬɪɚɲɧɵɟ, ɭɠɚɫɧɵɟ; Ⱦɵɛ ɘ
ɤɚɥɚɩɢɭ ɫɬɪɚɲɧɵɟ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɚɤɢɥɟɝ ɫɬɪɚɲɧɵɣ, ɢɚɣɚɤɢɤ ɫɬɪɚɲɧɨ;
ɂɨɯ ɢɣɚɤɢɥɷɯ, ɢݦɣɚɤɢɥɷɯ ɫɬɪɚɲɧɵɣ, ɤഐݦɢɣɚɤɢ ɫɬɪɚɲɧɨ
ɢɣɚɤɷݦഐɤɚɫ ɧɟɩ ɛɨɹɬɶɫɹ (< ɢɣɚɤɢɥɚഉ)
ɢɣɚɥɥझԥɧ  ɩɨɪɬɹɧɤɚ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɚɥ ɩɨɪɬɹɧɢɤɢ, ɱɭɥɤɢ; Ɉɪɥ ɢɣɚɥԥझ ɨɤɭɱɢ,
ɨɛɭɬɤɢ, ɩɨɪɬɹɧɤɢ
ɢɣɚɧɤɟ  ɜɧɢɡ ɩɨ ɬɟɱɟɧɢɸ ɪɟɤɢ (ɫɪ. ɯɚɢތɱɤ); Ɍɸɲ ɢɚɧɤɢ ɜɧɢɡ ɩɨ ɪɟɤɟ (ɩɨ
ɜɨɞɟ), ɯɜɵɚɧɝ ɪɟɤɚ ɧɚ ɧɢɡɭ (ɧɢɠɧɟɟ ɬɟɱɟɧɢɟ); ɂɨɯ ɷݦɣɚɧɤɷ ɜɧɢɡ
ɩɨ ɬɟɱɟɧɢɸ, ɢɣɚɤɢɧ ɧɢɠɧɢɣ; Ɉɪɥ ɷɣɚɧɤɷ ɜɧɢɡ ɩɨ ɪɟɤɟ
ɢɣɚɩɥɚഊ  ɧɚɯɨɞɹɳɢɣɫɹ ɜ ɧɢɠɧɟɦ ɬɟɱɟɧɢɢ ɪɟɤɢ
ɢɣɨɧ  ɩɬɢɰɚ
ɢɤɬɢɧɧɢɜɤɷɫ  ɨɲɢɛɚɬɶɫɹ
ɢɤɭɦɥݦɚഊ  ɤɨɪɨɬɤɢɣ; Ɍɸɲ ɢɤɭɦɥɚɯ ɤɨɪɨɬɤɢɣ; Ɉɪɥ ɢɤɢɦɥɚഊ ɤɨɪɨɬɤɢɣ
ɢɤɭɦɩɥݦɢɤɟݦɧ  ɤɨɪɨɬɤɢɟ ɬɨɪɛɚɡɚ ɢɡ ɪɚɜɞɭɝɢ, ɧɟɱɟɪɧɟɧɵɟ, ɬɢɩɚ ɱɚɬɟɣ
ɢɤɭɦɫɟɤɚɫ  ɭɤɨɪɚɱɢɜɚɬɶɫɹ, ɫɬɚɧɨɜɢɬɶɫɹ ɤɨɪɨɱɟ
ɢɤɭɦɱഊ, ɦɧ. ɢɤɭɦɱഊɷݦɧ ɫɭɳ ɦɨɲɤɚ; ɢɤɭɦɱγɚɥ ɬɭɱɢ ɦɨɲɤɢ; Ⱦɵɛ Ɂ
ɢɤɢɦɷɫɢɧ ɦɭɯɢ, ɦɭɲɤɢ; Ɍɸɲ ɢɦɤɨɢɱ ɦɟɥɤɚɹ ɦɨɲɤɚ
ɢɤԥɦɱɯɷɧ  ɤɨɪɨɬɤɨɯɜɨɫɬɚɹ ɦɵɲɶ
ɢɤԥɧɫɜഐɤɟɫ  ɯɨɞɢɬɶ ɡɚ ɜɨɞɨɣ, ɧɚɬɚɫɤɚɬɶ ɦɧɨɝɨ ɜɨɞɵ
ɢɤɷɤɷɫ  ɫɨɡɧɚɜɚɬɶɫɹ
ɢɤތɫɯɭɥɚഊ1  ɜɵɡɵɜɚɸɳɢɣ ɠɚɠɞɭ, ɨɫɬɪɵɣ, ɫɨɥɟɧɵɣ, ɬɟɪɩɤɢɣ (ɜɤɭɫɨɜɨɟ
ɨɳɭɳɟɧɢɟ)
ɢɤތɫɯɭɥɷݦഐɤɷɫ ɧɟɩ ɯɨɬɟɬɶ ɩɢɬɶ, ɢɫɩɵɬɵɜɚɬɶ ɠɚɠɞɭ (ɢɤތɫɯɭɥɚഉ); Ʉɪɲ ɘ
ɬɵɤɭɲɯɭɲɤ2 ɩɢɬɶ; Ʉɪɲ (Ɂ) ɬɵɤɭɲɤɭ2ɩɢɬɶ; Ⱦɵɛ ȼ ɷɤɫɯɨɤɨɡ ɩɢɬɶ
(ɫɪ. ɷɝɟɥɚɤɨɡ), ɬɵɤɫɯɭɡɢɤ ɯɨɬɟɬɶ ɩɢɬɶ, ɨɳɭɳɚɬɶ ɠɚɠɞɭ; ɂɨɯ
ɢɤތɫɯɭɥɚഊ2
ɢङɚɯ  ɧɚ ɫɚɦɨɦ ɞɟɥɟ, ɞɟɣɫɬɜɢɬɟɥɶɧɨ ɜɩɪɚɜɞɭ; ɂɨɯ ɢɤɷɯ, ɢɤɷɯɧɭ ɞɚ,
ɞɟɣɫɬɜɢɬɟɥɶɧɨ, ɜɩɪɚɜɞɭ, ɢɤɷɯɧɭ ɧɚɜɟɪɧɨɟ, ɨɱɟɜɢɞɧɨ
ɢɥɚङ ; Ⱦɵɛ ɘ ɢɪɢɤɭɫ ɬɪɟɫɤɚ, wattusz kablijon; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɥɹɤ ɜɢɞ ɪɵɛɵ;
ɂɨɯ ɢɥɷङɷɧ ɬɪɟɫɤɚ, ɷɥɚङɚɧɤɷ ɤ ɬɪɟɫɤɚ
ɢɥɚɥഐɟɥɟɫ  ɨɤɨɪɹɬɶ (ɞɟɪɟɜɶɹ) (< ɢɥ:ɚɥ)
ɢɥɚɥഐɟɥɤɟɫ  ɡɚɧɢɦɚɬɬɫɹ ɨɤɨɪɤɨɣ (ɞɟɪɟɜɶɟɜ)
ɢɥɝɢɡɢഐ1  ɧɚɡɚɞ ɜ ɨɛɪɚɬɧɨɦ ɧɚɩɪɚɜɥɟɧɢɢ (ɫɪ. ɫɚɥɤ) < ɷɥɝɷɡɷɤɚɫ; Ⱦɵɛ ȼ
ɝɢɪɝɷɡɢɥɶ ɧɚɡɚɞ, ɧɚɨɛɨɪɨɬ; Ⱦɵɛ Ɂ ɢɥɶɝɷɡɢɥɶ ɧɚɡɚɞ; ɂɨɯ
ɢɥɝɢɡɢɥ, ɢɥɝɢɡɢഐ2, ɢഐɝɢɡɢഐ ɨɛɪɚɬɧɨ, ɜ ɨɛɪɚɬɧɨɦ ɧɚɩɪɚɜɥɟɧɢɢ;
Ɉɪɥ ɷɥԥɝɷɡɢɥ, ɷɥɝԥɱԥɥ ɧɚɡɚɞ, ɜ ɨɛɪɚɬɧɨɦ ɧɚɩɪɚɜɥɟɧɢɢ
ɢɥɢɥɷɬɷɫ ɩ1 ɩɪɨɜɟɲɢɜɚɬɶ ɞɨɪɨɝɭ, ɨɬɦɟɱɚɬɶ ɩɭɬɶ ɜɟɲɤɚɦɢ
ɢɥɢɥɷɱ  ɜɟɯɚ, ɞɨɪɨɠɧɵɣ ɡɧɚɤ (< ɢɥɢɥɷɬɷɫ)
ɢɥɤތɷɫɬɤɷɫ  ɭɩɪɹɦɢɬɶɫɹ, ɜɨɡɪɚɠɚɬɶ, ɥɟɧɢɬɶɫɹ
ɢɥɥɚɥ  ɤɨɪɚ ɜɫɹɤɨɝɨ ɞɟɪɟɜɚ, ɜ ɬ.ɱ. ɫɬɚɪɚɹ ɛɟɪɟɡɨɜɚɹ ɤɨɪɚ; Ⱦɵɛ ȼ ɥɟɭɦ
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(8) FLExに入力済みの語彙データ 
  a. Main entry 2010項目 （Volodin and Khalojmova 2001） 
  b. Main entry 3324項目 （Volodin 手書きカード資料） 
  c. Miner entry 80% 終了 （Volodin 手書きカード資料） 
 
 今後すべてのMiner entryおよび例文を追加するとともに、IPA-英語版の入力に着手する。キリル表
記・ロシア語訳版については、FLEx で構築した語彙データベースのデータをウェブサイトで公開す
るべく準備中であり、語彙データに加えて音声データおよび画像データを用意している。音声データ
の準備状況は(9)のとおりである。 
 
(9) 音声データの準備状況 
  a. イテリメン語話者による Volodin and Khalojmova 2001 の語彙および例文の音読の録音：1014の
見出し語および例文（アルファベット Aから Nまで）終了 
  b. 上記音声データのクリッピング：610の見出し語および関連形式（複数形など）や例文など、計
3257の音声ファイル（アルファベット Aから Kまで）のクリッピング終了 
  c. クリップ済みの音声ファイルのうち、公開に適したサンプルの抽出：294ファイル 
 
 ウェブサイトでの公開にあたり、語彙の検索機能やイテリメン語の表記法で使用されるキリル変形
文字などのインプット・メソッドなど、ユーザーインターフェイスを検討し、研究者のみならず、現
地コミュニティの人々が容易に使えるような形での公開を目指している。 
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FLEx Database Construction and Publishing Itelmen Dictionary 
 
ONO Chikako and YOSHIOKA Noboru 
 
    This is a project report for database construction for publishing Itelmen dictionary. This project 
is supported by National Science Foundation, "Integrated Audio-Visual Documentation of Itelmen" 
(2014-2014, BSC #1065619) and "RAPID – Definitive Dictionary for All Itelmen: Urgent mana- 
ging of the lexical data archives of Aleksandr Pavlovich Volodin” (2012, ARC #1155973). Itelmen 
is an endangered language spoken in Kamchatka, Russia, and is considered to be a Chukotko-Kam- 
chatkan Language. This report presents how the Itelmen lexical database are made by using FLEx 
(FieldWorks Language Explorer), a software developed by SIL International. The main contents of 
the database are lexicon from Itelmen school dictionary (Volodin and Khaloimova 2001) and lexi- 
con collected by Aleksandr Volodin, Russian linguist who was engaged in studies of Itelmen inten- 
sively in the Soviet Era. Itelmen lexical data are conserved in the form of manuscript card slips at 
Institute for Linguistic Studies of Russian Academy of Sciences, St. Petersburg. We illustrate in this 
paper how the database construction and dictionary layout are configured by FLEx in detail. 
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